
動物実験にどんな動物が寄与しているか
ご存知ですか？

マウスやラット、
モルモットなど

ウサギ
ネコ イヌ

モルモットなど

サル類ブタニワトリなど
鳥類

このほか、ショウジョウバエやカイコなどの昆虫、ヒツジ、ヤギ、ウシ、ウマなど



医薬品・薬品

食料品や嗜好品・化粧品・
日用品

医療の進歩

化粧品の
安全性実験

日用品の
安全性実験

病気の治療方法の開発

動物実験の結果はどのような製品に
反映されているのかご存知ですか？

動物実験

動物実験の結果は医薬品の開発、医療の進歩、日用品（化粧品や洗剤、食料品の添加物など）など
私たちの生活に身近な商品の安全性の確認に寄与しています。

食品や嗜好品
の安全性実験農薬の開発医薬品の開発



年代 内容 試験動物種

1900 年代以前 狂犬病の治療法の開発　 犬、ウサギ

天然痘の治療法の開発 雌牛 

炭疽の治療法の開発 ヒツジ 

1900年代 心カテーテル法テクニックの開発 イヌ、ウサギ 

くる病の治療法　 イヌ 

1920年代 インスリンの発見（糖尿病のコントロール）  イヌ 

1930年代 現代麻酔法の開発 イヌ

破傷風の予防法の開発　 ウマ

抗凝血薬の開発 ネコ

1940年代 リウマチ様関節炎の治療法　 ウサギ、サル

RH 因子の発見　 アカゲザル 

ジフテリアの予防法 ウマ

抗生物質 ラット、マウス、ウサギなど多種 

百日咳の治療法 モルモットおよびウサギ 

1950年代 ポリオの予防法 ウサギ、サル類、げっ歯類 

開胸術と心臓ペースメーカーの開発　 イヌ 

癌の化学療法の開発　 サル類、ウサギおよびげっ歯類 

トランキライザーの発見 ラット、ウサギおよびサル類 

1960年代 リチウムの開発 ラットとモルモット 

風疹の予防法　 サル類 

1970年代 はしかの予防法 サル類 

ライ病の治療法 サル類、アルマジロ 

心臓病学における進歩　 試験動物種：イヌ 

1980年代 病気治療のためのモノクロナール抗体の開発 マウスおよびウサギ 

臓器移植術の進歩 イヌ、ヒツジ、雌牛およびブタ 

1990年代 腹腔鏡による外科テクニック ブタ

乳癌のリンク ショウジョウバエ、マウスおよびラット 

嚢胞性線維症の遺伝子治療 マウスおよびサル類 

2000年 ヒト・ゲノムの配列決定 ショウジョウバエ、毛細線虫およびヒト 

2001年 初めての分子標的ガン治療薬　 鶏、ショウジョウバエ、マウス 

細胞周期制御因子 ウニなど

糖尿病の豚モデルの開発 ブタ

2002年 多発性硬化症　試験動物種：マウス マウス

筋萎縮性側索硬化症 マウス

AMP（Americans for Medical Progress ） HPより抜粋

　20世紀におけるあらゆる医学上の治療法の開発や発見は動物実験の結果として生
まれました。さらに多くの治療法の発見されることが期待されています。

動物実験による医学の進歩
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ドイツ医薬品工業界における実験動物使用数
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Acute and subacute
toxicity

Subchronic and
Eye irritation

Skin sensitization
Skin irritation

Skin-eye corrosion

Phototoxicity

薬品
農薬･肥料

使用されている分野 試験の種類

EU内で各種の試験に用いられている動物

Others
Aquatic toxicity

Mutagenicity

Carcinogenicity

Reproductive
toxicity

Developmental
toxicity

chronic toxicity

その他

環境汚染物

食品

化粧品

家庭用品？

工業・製造業

EU15カ国において、2002年度、約1000万の動物を使用：ECVAM資料による TANAKA, ＦＤＳＣ



欧米における
動物実験と動物愛護を巡る動向

EU

・強い動物実験の反対
運動

USA

・愛護団体による不買運動、
抗議の手紙 デモが盛ん運動

↓

・動物数と項目を削減

・ FRAME中心に代替
法の研究

↓

・ ECVAM 設立

抗議の手紙、デモが盛ん

↓

･ジョンズホプキンス大学
動物実験代替法研究セン
ター（CAAT)の設立

↓

・ICCVAM 設立



動物実験における代替試験方法の事例

１．眼刺激性試験

２．感作性試験

受精鶏卵

２．感作性試験

３．皮膚刺激性試験

４．光毒性試験

三次元ヒト皮膚モデル
の一例

96穴 プレートによる
細胞毒性試験



2003/3/11 2004/9/11 2013/32009/3

公布 加盟国国内法
施行期限

ＥＵ化粧品指令第7次改正について

①EU域内での動物試験の完全
禁止
②動物試験した製品，動物試験

をした原料を含む製品の販売
禁止（対象の試験は下記）

共同体レベルでバリデートさ
れ採択された代替法がある場
合は，
①動物試験の禁止
②動物試験された製品，動物

試験された原料を含む製品
の販売禁止

販売禁止

EU委員会は，期限内

の開発が困難と判断
した場合は，法案を提
出する



・関連学会の規制

・動物福祉法

３R の

日本における実験動物愛護の歩み

文部省、科学技術省、
厚生省の研究

代替法学会設立

法令の改正

JAcVAM設立

動物実験の

反対運動

３Rｓの

徹底

欧米の

圧力



動物福祉法改正の骨子
2006年6月施行

実験動物の３Rsの徹底実験動物の３Rsの徹底

Reduction：削減

Refinement：苦痛の低減

Replacement：置き換え



Reduction
動物使用数の削減

Replacement

３Ｒの原則

Replacement
動物を用いない方法に置き換える

Refinement
動物使用に伴う苦痛の削減



「動物の愛護及び管理に関する法律」（動物
愛護管理法）が改定され、平成１８年６月１日

から施行。

• 「動物の愛護及び管理に関する法律」（動物愛護管
理法）は、動物の虐待防止や適正な取り扱い方など
の動物愛護に関する事項、人に対する危害や迷惑の
防止などを図るための動物の管理に関する事項を定防止などを図るための動物の管理に関する事項を定
めた法律で、昭和48年９月に「動物の保護及び管理
に関する法律」として、議員立法で制定されました。
平成11年12月第146回国会において改正、名称変
更され、平成12年12月1日から施行、 さらに、平成１
７年６月第１６２国会において改正され、平成１８年６
月１日から施行されています。

法律の対象となる動物は、家庭動物、展示動物、実
験動物、産業動物などの人との関わりのある動物と
されています。

• 出典 環境省HPより



実験動物の福祉向上 動物実験の適正化
環 境 省 動物実験を監督する省庁

（文科･厚労･農水省など）

実験動物の
福祉の向上

遵守指導等の協力依頼

「動物の愛護及び管理に関する法律」
（動物愛護管理法）が改定され、

平成１８年６月１日から施行

実験動物･動物実験機関

「福祉向上」と「適正化」を併せた規程を作成し、委員会を設置。

普及啓発等 指導監督等

（実験動物福祉も踏まえた）
動物実験の適正化

実験動物の３Rsの徹底



教育現場における動物実験代替法（３R)の導入例

読売新聞/2000.4.12





世界の動物実験代替法研究拠点

1995 2001

（イギリス）
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